
小山市ゼロカーボンシテイ&ネイチャーポジティブ宣言

近年、人の活動に伴う化石燃料の大量消費による、大気中の二酸化炭素を

はじめとした温室効果ガス濃度の増加に起因する極端な気候変動は、

地球上の全ての生き物に大きな影響を与え、生物多様性を損失するだけ

でなく、人の健康や暮らしまでもが脅かされています。

これまで、小山市は中′む部に流れる思川を軸とし、市街地の周辺に農地や

平地林が広がり、南西部にコウノトリが定着・繁殖したラムサール条約湿地

渡 良瀬遊水地を有する都市環境と田園環境が調和 した「田園環境都市」

として発展してきました。      |||||||||

しかし、気候変動の影響は、本市においても例外ではなく、局地的豪雨や

猛暑による直接的な気象災害のほか、植生の変化やイノシシをはじめとする

一部の野生動物の分布拡大など、生態系にも影響を及ばしています。

自然環境の保全には、温室効果ガスの吸収源を育む以外に、自然が持つ

多様な機能の活用により、防災・減災、生物多様性の保全、地域振興等の

様々な地域課題の同時解決に繋がることから、温室効果ガス削減のため

再生可能エネルギーの普及などを促進しつつ、平地林をはじめとする緑 を

守 り、社会 。経済も含めた総 合的な環境対策 について取 り組 むことが

不可欠です。

小山市と小山市議会は、市民や事業者など「オールおやま」で、豊かな

自然の田園環境と快迪な居住空間、社会経済活動を保つ都市環境が

調和した社会を将来の世代に確実に受け継いでいくことを決意し、ここに

2050年「ゼロカーボンシテイ」ならびに「ネイチャーポジティブ」を宣言します。
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